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■ 専攻間における授業科目の履修に関する要項 【資料１】 

学内規程 

小樽商科大学大学院商学研究科の専攻間における授業科目の履修に関する要項 

（目的） 

第１ この要項は，小樽商科大学大学院商学研究科履修細則第１３条第３項に基づき，現代商学専攻博士前 

期課程とアントレプレナーシップ専攻の協議により教育上有益と認められる場合に，学生が当該専攻間にお 

いて他の専攻における授業科目を履修することに関する必要な事項を定める。 

（授業科目） 

第２ 各専攻が提供する授業科目は，次に掲げるものとする。 

(1) 現代商学専攻博士前期課程 

科目区分「アカデミック・トレーニング科目（研究方法論を除く），基本科目，発展科目」における現代商学専攻 

教務委員会が提供を承認した授業科目 

(2) アントレプレナーシップ専攻 

科目区分「基礎科目，発展科目」におけるアントレプレナーシップ専攻教務委員会が提供を承認した授業科目 

（履修の時期） 

第３ 履修の時期は，現代商学専攻の学生にあっては１年次後期からとし，アントレプレナーシップ専攻の学 

生は２年次前期からとする。 

（履修手続き） 

第４ 授業科目の履修の手続きは，別に定める。 

（単位） 

第５ 当該専攻の学生が，他の専攻の授業科目を履修し，修了所要単位に算入できる単位は４単位以内と 

し，当該修得単位数は，大学院学則第１０条第１項及び第２１条第１項に定める他の大学院における授業科 

目の履修等の単位数に含めるものとする。 

（授業の実施形態） 

第６ この要項による授業は，当該専攻の実施形態により行う。ただし，授業担当教員が認める場合は，必要 

に応じて変更することができる。 

（その他） 

第７ この要項に定めるもののほか，専攻間における授業科目の履修に関しては，現代商学専攻教務委員会 

及びアントレプレナーシップ専攻教務委員会の協議により定める。 

附 則 

この要項は，平成２１年２月１２日から施行する。 

（出典：本学ホームページ） 

■ 専攻間における単位互換実績（平成 21 年度） 【資料２】 

研究型大学院における専門職大学院科目履修 専門職大学院における研究型大学院科目履修 

科目名 単位数 
開講 
時期 

科目名 単位数 
開講 
時期 

学生Ａ 
予算管理と業績評価 2 単位 後期 学生Ｄ 組織情報論Ⅱ 2 単位 前期 

顧客志向経営 2 単位 後期 学生Ｅ 金融経済学 2 単位 前期 

学生Ｂ 
予算管理と業績評価 2 単位 後期 

戦略的ファイナンス 2 単位 後期 

学生Ｃ 経営戦略とイノベーション 2 単位 後期 

（出典：学務課資料）
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■ 学生団体（ＣＤＰ)との連携によるキャリア支援

■ 就職率の推移

【資料10】

■ 同窓会との連携による就職支援活動 【資料11】

【資料９】

（出典：キャリア支援課資料，ＣＤＰ活動報告書）

（出典：キャリア支援課資料）

平成 21 年度の新しい取組例

・オープンキャンパス参加

・進学説明会参加

・オリジナルES（エントリーシート）集作成

・ＣＤＰ相談室開設

・ES につなげる自己分析講座

・模擬面接会

【キャリアデザインプロジェクト（ＣＤＰ）について】
　就職活動を終えた４年生で組織される就職支援プロジェクト。

　これまでは，構成員の個人的つながりで就職にかかるアドバイスを行う，学生の自主的な活動が中心で

　あったが，平成 21 年度は大学との連携により，３年生全員を対象とした大規模な活動を展開した。

「緑丘企業等セミナー」実績

キャリア支援課 入 試 課

学 務 課

・ミーティングスペースの確保
・保護者向け就活体験報告

・オープンキャンパス
・進学説明会

・就職ガイダンス
・CDP 冊子発行
・就職セミナー
・オリジナルES 集作成
・CDP 相談室
・自己分析講座
・模擬面接会

（出典）
　本学：キャリア支援課
　全国：厚生労働省
　北海道：北海道労働局
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※　不況に伴う企業の新卒採用

　　停止等の影響により，平成

　　21 年度の参加企業数は大き

　　く減少したが，学生の参加

　　は高い数値を維持している。
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（出典：北海道新聞：平成22年２月27日付け朝刊）

■ 学生団体（ＣＤＰ)活動にかかる新聞報道 【資料12】
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　１年生保護者　１２０名（Ｈ２０年度　１２９名）
　３年生保護者　１１１名（Ｈ２０年度　１５４名） 

・ ４年間の学生生活への不安が実際学校へ出向き色々説明受けたり、情報を得ることで大分解消されました。保護者とし 
て気をつけることや注意したいことも多くありました。ありがとうございました。 

・ 学生消費相談は、親もとてもためになりました。 

・ 多くの方が来られる事に驚きました。大学に入ってからも保護者会があると思いませんでしたので。 

・ 入学した時にも話は少し聞いておりましたが、入学し少しおちついた頃にこの様な保護者会を行われるとじっくり聞くこと 
が出来とても解りやすく良いと思います。出来れば毎年、各学年で行ってほしいです。 

・ 大学の皆様の御配慮に感謝申し上げます。この様な機会がありましたらまた参加したいと思います。 

・ 学生消費相談の内容については、必ず学生に講義してほしい。 

・ １年男子の母親です。子供からは全く学内の情報は入らないので参加させていただきました。学校、校舎内の見学もさ 
せていただけたらよかったと思います。 

・ 意見交換会で具体的な回答が得られたのが良かった。 

・ １年次生の親ですが、出来れば毎年開催して頂き、参加したいと思います。商大と一緒に子供の成長を見守り、導いて 
いきたいと思います。各年次合同の質疑応答の時間があれば、先の心配事が見えて良いかも知れないです。 

・ マイナビの説明は大変助かりました。やはり時代が変わっていると思いました。又、○○氏の話も大変有意義で家族と 
帰ってから話し合いたいと思います。 

・ 学生さんの就活体験談は、具体的でとても参考になりました。ありがとうございます。 

・ ○○氏の体験談は親の子への関わりを勉強させて頂きました。ありがとうございます。 

・ 色々不安に思っていましたが、とても心強く参考になりました。 

・ 今まで親子ともども就活について、漠然としかわからず　わからないゆえに不安やあせりがありました。少し流れなどがわ 
かり、子供と一緒に頑張っていこうと思いました。 

・ お話して下さったみなさんのお話がとてもためになりました。聞いてよかったです。ばく然とした不安が少し解消されまし 
た。どの話も本当に良かった。 

・ ３年生の息子がいます。今日とても良いお話を伺いました。学長、副学長さんと息子達がこの様な機会が行われていた 
ら気も引き締まる感じがしました。 

・ とても良かったと思います。特にCDPの説明がわかりやすくて勉強になった。※３年生で就活が勝負であることがわかっ 
た。 

・ アドバイザーのお話はとてもよかったです。この様な機会で、ポイントがわかっていると不安解消にもなり良い結果も出る 
と思います。ありがとうございました。 

・ 参加してとてもよかったです。内容はもちろん、学長さんなどのお話から（お人柄もわかり）「大学」がよく見えました。あり 
がとうございました。 

（出典：保護者連絡会アンケート集計結果） 

■　保護者との連携による学生支援 

平成21年度「保護者連絡会」開催結果 

○　参加者数 

○　保護者連絡会の内容について 

○　保護者連絡会アンケート自由記述欄より（１年生保護者） 

○　保護者連絡会アンケート自由記述欄より（３年生保護者） 
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【資料14】
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【資料15】
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■ 国際開発協力セミナー実施概要 【資料 16】 

2009年は 2008年度に引き続き国際協力活動及び国際協力機関への就職並びに国際公務員を志望する学生 
を対象に，随時相談に応じるとともに，ミニセミナー形式で解説を行った。2009 年度はこれらのことにつ 
いて授業やゼミにおいて周知し，昼間コース（３年生）及び夜間主コース（１，２年生）を対象に９月と 11 
月に３回の説明会を実施した。とくに１，２年生に対しては在学中に準備すること，３年生に対しては国際 
公務員応募に際してのエントリーシート等への記入方法など応募に関する具体的な手順などを中心に過去 
の事例を用いて指導した。 

・ 実施日時 

・ 内容 
（国際協力機関について） 

1. 現在公的機関として国際協力活動を行っている日本の機関 
2. 例として JICA および（財）漁業協力財団（OFCF）が行っている国際協力活動の内容 
3. これらの機関が行っている活動への具体的な参加方法 
4. これらの機関が求める能力 1) 語学能力 2) 技術的能力 
5. 期間（短期・長期） 
6. 派遣先 
7. 給与額 
8. 募集時期 

（国連機関） 
9. 国連機関と国際公務員の概略（UNESCO を例とした） 

1) 国際公務員の職制と内容 
2) 勤務先（国，地域） 
3) 求められる語学能力（国連機関の公用語） 
4) 求められる技術的能力 
5) 期間（短期・長期） 
6) 給与額 
7) 募集時期および応募方法 
8) エントリーシートへの記入方法 

（その他） 
10. 小樽商科大学のカリキュラムからみて応募可能な国際協力機関と国連機関 
11. 卒業後に国際協力派遣や国際公務員を志望する場合に在学中に準備すること 

・ 資料として示したもの 
1. 「ICCAE news」（名古屋大学農学国際教育協力センター） 
2. 「海外漁業協力」（海外漁業協力財団） 
3. 国連機関の職員募集に関するホームページ一覧 
4. 国連機関の職員募集要項とエントリーシート 
5. 国連機関応募エントリーシートの記入事例 

・ 国際協力機関及び国連職員応募に関する注意事項（抜粋） 
1. 国際協力機関，国連機関とも国際協力や国際貢献に対する強い意志が求められるので，あらか 

じめ動機や目的を明確にしておくこと 
2. 語学能力が求められるので，英語力向上に常日頃努力すること。国際公務員志望の場合には英 

語以外の言語にも精通しておくことが望ましい 
3. 国連機関については修士以上能力が求められるので，大学院も視野にいれて準備をする必要が 

ある 
4. 国際公務員志望はすべて欠員が生じた場合に公募により募集される。したがって常に公募状況 

に注意を払うとともに，長期的視野に立った準備が必要である（タイムスケジュール） 
5. 国際協力機関，国連機関とも応募に至るまでに実績も重視される。したがって，日本において 

は青年海外協力隊への参加なども有利な経歴となる 
6. 国際貢献の職場においては各自の専門分野での職種となる。したがって各自の得意分野や専門 

性を高めておくことが不可欠である 

● 学生からの声 
∙ 昨年に引き続き参加しましたが，３年生なので，エントリーシートの記入事例など，内容が具体的で 

よかったです。 
∙ ＪＩＣＡに就職を目指すなら，大学院まで進学した方が有利だと初めて知りました。今後進学も視野 

に入れて，じっくり考えたいと思います。 
∙ 夜間主コース向けに，夏季集中講義後にセミナーを設定してくれてよかった。 

９月 14 日（月）（夜間主コース）21:30～22:30 
９月 16 日（水）（夜間主コース）21:30～22:30 
11 月 19 日（木）（昼間コース） 17:00～18:30 

（出典：国際開発協力セミナー2009 実績報告書）

小樽商科大学

11




